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(57)【要約】
【課題】所定領域の光環境を略一定に保持して使用者に
違和感を与えることなく、所定の効果を得ることができ
る照明装置及び照明システムを提供する。
【解決手段】光出射方向が異なる第１，第２光源部１，
２と、第１，第２光源部１，２の少なくとも一つの発光
強度を制御する光源制御部とを備える照明装置において
、光源制御部１０１は、第２光源部２の光色及び／又は
光量が変更されたときに、第１光源部１からの光が照射
される所定領域に第２光源部２から入射する光の光色及
び／又は光量の変化に応じて、第１光源部１の発光強度
を制御するように構成してある。第２光源部２から所定
領域に入射する光の光色の変化を相殺するように第１光
源部１の発光強度を制御することにより、所定領域の光
環境を略一定に保持して使用者に殆ど違和感を与えるこ
となく、第２光源部２の光色により、演出効果、心理効
果等の所定の効果を得ることが可能となる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光出射方向が異なる複数の光源部と、該複数の光源部の少なくとも一つの発光強度を制
御する制御部とを備える照明装置において、
　前記制御部は、前記複数の光源部の少なくとも一つの光色及び／又は光量が変更された
ときに、他の光源部からの光が照射される所定領域に前記光源部から入射する光の光色及
び／又は光量の変化に応じて、前記他の光源部の発光強度を制御するように構成してある
ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記複数の光源部は、照明装置が設置される室内の所定面を照明する間接照明用の光源
部と、室内を照明する室内照明用の光源部とを含んでなり、
　前記制御部は、前記間接照明用の光源部の光色及び／又は光量が変更されたときに、前
記室内照明用の光源部からの光が照射される所定領域に前記間接照明用の光源部から入射
する光の光色及び／又は光量の変化に応じて、前記室内照明用の光源部の発光強度を制御
するように構成してあることを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記複数の光源部は、分光分布が略同一である光源を夫々備えてなることを特徴とする
請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記光源は、単一のピークを有する分光分布の光を発することを特徴とする請求項３に
記載の照明装置。
【請求項５】
　前記複数の光源部の少なくとも一つからの光を検出する光センサを備え、
　前記制御部は、前記光センサによる検出値に応じて、前記他の光源部の発光強度を制御
するように構成してあることを特徴とする請求項１から４の何れか一つに記載の照明装置
。
【請求項６】
　前記光センサは、前記光源部を構成する各光源に対応した感度波長領域を夫々有するよ
うに構成してあることを特徴とする請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記光センサは、対応する光源のピーク波長が感度波長領域に含まれるように構成して
あることを特徴とする請求項６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記光センサは、前記複数の光源部と離隔して前記所定領域に設けてあることを特徴と
する請求項５から７の何れか一つに記載の照明装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記複数の光源部の少なくとも一つの光色及び／又は光量が変更された
ときに、照明装置が設置される室内の所定面の予め設定された分光反射率に基づいて、前
記他の光源部の発光強度を制御するように構成してあることを特徴とする請求項１から４
の何れか一つに記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源部はＬＥＤを含んでなることを特徴とする請求項１から９の何れか一つに記載
の照明装置。
【請求項１１】
　複数の照明装置と、該複数の照明装置に離隔して設けられ、前記複数の照明装置からの
光を検出する光検出装置とを備える照明システムにおいて、
　前記複数の照明装置は請求項５から８の何れか一つに記載の照明装置であり、前記光検
出装置は前記光センサを備えてなり、
　前記光検出装置による検出値に基づいて、該光検出装置が設けられた所定領域の光環境
を略一定に保持するように前記複数の照明装置の発光強度を制御するように構成してある
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ことを特徴とする照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅、オフィス等の室内の照明に用いられ、光出射方向が異なる複数の光源
部を有する照明装置及び照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅、オフィス等の室内の照明に用いられる照明装置として、従来、白熱電球、蛍光灯
等の光源を備える照明装置が用いられている。近年、発光ダイオード（以下ＬＥＤという
）の高輝度化に伴い、これらの光源に代えて、低消費電力、長寿命等の特性を有するＬＥ
Ｄが照明装置の光源として用いられている。
【０００３】
　そして、これらの照明装置に求められる機能は、明るく周囲を照らす視認性のみではな
く、演出効果、心理効果等の所定の効果を得るべく、多様化してきている。例えば、特定
の波長（４６４ｎｍ近傍）領域のスペクトルを増減させて人の睡眠と覚醒のリズムを調整
すること、色度を高低に変化させることにより人の心理に影響を与えること等の機能が要
望されている。このため、光色を調整できるように構成された照明装置が種々提案されて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　特許文献１に開示された照明装置は、光色・配光可変用光源と、照明用光源と、光色・
配光可変用光源及び照明用光源を制御する制御装置とを備え、照明光の光度、配光、色温
度を種々変化させるように構成してある。これにより、夕日、木漏れ日、月明かりなどの
やすらぎを感じる自然の照明環境を演出することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１４４５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に係る照明装置においては、照明装置が設置された室内にお
いて、自然の照明環境を演出すべく光色・配光可変用光源を制御したときに、照明用光源
からの光が照射される使用者の手元等の所定領域の光環境、例えば、所定領域を照らす照
明光の色度、照度等も変化してしまう。このため、例えば、読書、食事等の作業又は生活
活動をする際に、使用者に違和感を与える虞がある。
【０００７】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、所定領域の光環境を略一定に保持し
て使用者に違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等の所定の効果を得ることがで
きる照明装置及び照明システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る照明装置は、光出射方向が異なる複数の光源部と、該複数の光源部の少な
くとも一つの発光強度を制御する制御部とを備える照明装置において、前記制御部は、前
記複数の光源部の少なくとも一つの光色及び／又は光量が変更されたときに、他の光源部
からの光が照射される所定領域に前記光源部から入射する光の光色及び／又は光量の変化
に応じて、前記他の光源部の発光強度を制御するように構成してあることを特徴とする。
【０００９】
　本発明にあっては、光出射方向が異なる複数の光源部の少なくとも一つの光色及び／又
は光量が変更されたときに、他の光源部からの光が照射される所定領域に前記光源部から
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入射する光の光色及び／光量の変化に応じて、前記他の光源部の発光強度を制御するよう
に構成してある。例えば、自然の照明環境を演出すべく、一つの光源部の光色を変化させ
たときに、この変化に伴って前記一つの光源部から所定領域に入射する光の光色の変化を
相殺するように前記他の光源部の発光強度を制御する。これにより、所定領域の光環境を
略一定に保持して使用者に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等の所定の
効果を得ることが可能となる。
【００１０】
　本発明に係る照明装置は、前記複数の光源部は、照明装置が設置される室内の所定面を
照明する間接照明用の光源部と、室内を照明する室内照明用の光源部とを含んでなり、前
記制御部は、前記間接照明用の光源部の光色及び／又は光量が変更されたときに、前記室
内照明用の光源部からの光が照射される所定領域に前記間接照明用の光源部から入射する
光の光色及び／又は光量の変化に応じて、前記室内照明用の光源部の発光強度を制御する
ように構成してあることを特徴とする。
【００１１】
　本発明にあっては、間接照明用の光源部の光色及び／又は光量が変更されたときに、室
内照明用の光源部からの光が照射される所定領域に間接照明用の光源部から入射する光の
光色及び／又は光量の変化に応じて、室内照明用の光源部の発光強度を制御するように構
成してある。例えば、照明装置を室内の天井面に設置したときに、自然の照明環境を演出
すべく、間接照明用の光源部の発光強度を制御して天井面を照明する照明光の光色を変化
させたときに、該間接照明用の光源部から出射され、天井面にて反射されて室内の所定領
域に入射する光の光色の変化を相殺するように室内照明用の光源部の発光強度を制御する
。これにより、所定領域の光環境を略一定に保持して使用者に殆ど違和感を与えることな
く、演出効果、心理効果等の所定の効果を得ることができる。
【００１２】
　本発明に係る照明装置は、前記複数の光源部は、分光分布が略同一である光源を夫々備
えてなることを特徴とする。
【００１３】
　本発明にあっては、分光分布が略同一である光源を複数の光源部が夫々備えている。複
数の光源部の一つの光源部の光色が変更されたとき、換言すると該光源部の所定の光源の
発光強度が変更されたときに、他の光源部の対応する略一定の分光分布の光源の発光強度
を適切に変更する。これにより、所定領域を照らす照明光を色度及び照度のみではなく、
色の見え方に及ぼす光源の性質である演色性までも略一定に保持することが可能となる。
即ち、所定領域の照明光を分光分布レベルにて略一定に保持することが可能となる。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、前記光源は、単一のピークを有する分光分布の光を発するこ
とを特徴とする。
【００１５】
　本発明にあっては、単一のピークを有する分光分布の光を発する光源を用いている。例
えば、発光色が異なる複数種類の光源により光源部を構成し、複数種類の光源の発光強度
を変更して光色を変化させたときに、単一のピークを有する光源を用いているから、複数
種類の光源からの光を重ね合せた後の分光分布を簡単に算出することができる。この分光
分布に応じた前記他の光源部の光源の発光強度を適切に制御することにより、所定領域を
照らす照明光を色度及び照度のみではなく、演色性までも略一定に保持することができる
。即ち、所定領域の照明光を分光分布レベルにて略一定に保持することができる。
【００１６】
　本発明に係る照明装置は、前記複数の光源部の少なくとも一つからの光を検出する光セ
ンサを備え、前記制御部は、前記光センサによる検出値に応じて、前記他の光源部の発光
強度を制御するように構成してあることを特徴とする。
【００１７】
　本発明にあっては、光センサにより複数の光源部の少なくとも一つからの光を検出して
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、検出された値に基づいて他の光源部の発光強度を制御するように構成してある。光セン
サにより光の変化を実際に検出しているから、光センサを適切に設けることにより、より
正確に他の光源部の発光強度を制御することができ、所定領域の光環境をより確実に略一
定に保持することができる。
【００１８】
　本発明に係る照明装置は、前記光センサは、前記光源部を構成する各光源に対応した感
度波長領域を夫々有するように構成してあることを特徴とする。
【００１９】
　本発明にあっては、光源部を構成する各光源に対応した感度波長領域を夫々有するよう
に光センサを構成してあるから、感度波長領域が検出対象の光源の分光分布に整合するよ
うに適切に光センサを構成することにより、ある光源部の光色が変更されたときに、変更
された光源及び該光源の発光強度を正確に検出することができる。この検出結果に基づい
て、より正確に他の光源部の発光強度を制御することができ、所定領域を照らす照明光を
色度及び照度のみではなく、演色性までも略一定に保持することができる。即ち、所定領
域の照明光を分光分布レベルにて略一定に保持することができる。
【００２０】
　本発明に係る照明装置は、前記光センサは、対応する光源のピーク波長が感度波長領域
に含まれるように構成してあることを特徴とする。
【００２１】
　本発明にあっては、前記光センサは、対応する光源のピーク波長が感度波長領域に含ま
れるように構成してあるから、ある光源部の光色が変更されたときに、変更された光源及
び該光源の発光強度をより正確に検出することができる。この検出結果に基づいて、より
正確に他の光源部の発光強度を制御することができ、所定領域の光環境をより確実に略一
定に保持することができる。
【００２２】
　本発明に係る照明装置は、前記光センサは、前記複数の光源部と離隔して前記所定領域
に設けてあることを特徴とする。
【００２３】
　本発明にあっては、複数の光源部と離隔した、光環境を一定に保持したい所定領域に光
センサを設けて、該光センサにより複数の光源部からの光を検出しているから、この検出
結果に基づいて、他の光源部の発光強度を適切に制御することができ、所定領域の光環境
を更に確実に略一定に保持することができる。
【００２４】
　本発明に係る照明装置は、前記制御部は、前記複数の光源部の少なくとも一つの光色及
び／又は光量が変更されたときに、照明装置が設置される室内の所定面の予め設定された
分光反射率に基づいて、前記他の光源部の発光強度を制御するように構成してあることを
特徴とする。
【００２５】
　本発明にあっては、照明装置が設置される室内の所定面の予め設定された分光反射率に
基づいて、前記他の光源部の発光強度を制御するようにしてあるから、光センサを設ける
必要がなく、簡素な構成にて、所定領域の光環境を略一定に保持する制御を行うことがで
きる。
【００２６】
　本発明に係る照明装置は、前記光源部はＬＥＤを含んでなることを特徴とする。
【００２７】
　本発明にあっては、光源部はＬＥＤを含んでなる。ＬＥＤは、一般に、半値幅の狭い単
一ピークを有する分光分布の光を発するから、光センサを適切に設定することにより、照
明光の分光分布を検出して、検出された分光分布に基づいて光源部の発光強度を制御する
場合と同レベルの制御を行うことが可能となる。この結果、所定領域の光環境をより確実
に略一定に保持することができ、使用者に違和感を与えずに済む。
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【００２８】
　本発明に係る照明システムは、複数の照明装置と、該複数の照明装置に離隔して設けら
れ、前記複数の照明装置からの光を検出する光検出装置とを備える照明システムにおいて
、前記複数の照明装置は前述の発明に記載の照明装置であり、前記光検出装置は前記光セ
ンサを備えてなり、前記光検出装置による検出値に基づいて、該光検出装置が設けられた
所定領域の光環境を略一定に保持するように前記複数の照明装置の発光強度を制御するよ
うに構成してあることを特徴とする。
【００２９】
　本発明にあっては、前記光センサを有する光検出装置を用いて複数の照明装置からの光
を検出して、検出結果に基づいて光検出装置が設けられた所定領域の光環境を略一定に保
持するように前記複数の照明装置の発光強度を制御するように構成してある。例えば、自
然の照明環境を演出すべく、各照明装置を構成する一つの光源部の光色が変更されたとき
に、この変更に伴って前記一つの光源部から所定領域に入射する光の光色の変化を相殺す
るように各照明装置の他の光源部の発光強度を制御する。これにより、所定領域の光環境
を略一定に保持して使用者に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等の所定
の効果を得ることが可能となる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、所定領域の光環境を略一定に保持して使用者に違和感を与えることな
く、演出効果、心理効果等の所定の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施の形態１に係る照明装置の構成を示す模式的断面図である。
【図２】実施の形態１に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ及び青色ＬＥＤの分光分布の一例を示す図である。
【図４】実施の形態１に係る照明装置の照明状態を示す説明図である。
【図５】実施の形態１に係る照明装置の調光制御の処理手順を示すフローチャートである
。
【図６】複数の照明装置を備える照明システムの概略構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態２に係る照明装置の構成を示す模式的断面図である。
【図８】実施の形態２に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【図９】実施の形態２に係る照明装置の調光制御の処理手順を示すフローチャートである
。
【図１０】本発明の実施の形態３に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【図１１】実施の形態３に係る照明装置の調光制御の処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図１２】分光反射曲線の一例を示す図である。
【図１３】他の照明装置の構成を示す模式的断面図である。
【図１４】他の照明装置の模式的外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。以下、天井に設置され
る照明装置を例に説明する。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る照明装置の構成を示す模式的断面図である。図２
は、実施の形態１に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【００３３】
　図中１は、発光色が異なる複数の光源を有する第１光源部である。第１光源部１は、図
１に示すように、一面開口の筐体形状を有するフレーム３の内部に設けてある。フレーム
３は、縦断面形状が開口３１の側が広いＴ字形を有している。第１光源部１は、発光色が
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赤色である赤色ＬＥＤ１１と、発光色が緑色である緑色ＬＥＤ１２と、発光色が青色であ
る青色ＬＥＤ１３と、これらＬＥＤ１１，１２，１３が実装されたＬＥＤ基板１４とを備
えている。これら赤色ＬＥＤ１１、緑色ＬＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３は、ＬＥＤ素子と
、該ＬＥＤ素子を封止する封止樹脂と、入力端子及び出力端子とを備えてなる表面実装型
ＬＥＤである。この第１光源部１は、フレーム３の開口３１の側の内部にＬＥＤ１１，１
２，１３の側が開口３１の側になるように取付けてある。
【００３４】
　図３は、赤色ＬＥＤ１１、緑色ＬＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３の分光分布の一例を示す
図である。図３の横軸は波長（ｎｍ）を、縦軸は相対強度を夫々示している。図に示すよ
うに、赤色ＬＥＤ１１、緑色ＬＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３は、単一のピークを有する分
光分布の光を発する。なお、図３においては、供給する駆動電流をパラメータとした各Ｌ
ＥＤ１１，１２，１３の分光分布を夫々示している。
【００３５】
　フレーム３の開口３１の逆側の外周面３２には、第１光源部１と異なる方向に光出射方
向がなるように複数の第２光源部２が取付けてある。第２光源部２は、発光色が赤色であ
る赤色ＬＥＤ２１と、発光色が緑色である緑色ＬＥＤ２２と、発光色が青色である青色Ｌ
ＥＤ２３と、これらＬＥＤ２１，２２，２３が実装されたＬＥＤ基板２４とを備えている
。この第２光源部２は、第２光源部２の各ＬＥＤ２１，２２，２３の光中心を通る線と第
１光源部１の各ＬＥＤ１１，１２，１３の光中心を通る線とがなす角度が略直角となるよ
うにフレーム３の外周面３２に取付けてある。
【００３６】
　第２光源部２の赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３は、第１光源部１
の赤色ＬＥＤ１１、緑色ＬＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３夫々と略同一の分光分布を有して
いる。なお、第１光源部１及び第２光源部２に用いるＬＥＤは同じ種類のＬＥＤである、
即ち図３に示す同一の分光分布を有するＬＥＤであることが望ましい。また、図２におい
ては、説明の便宜上省略して、赤色ＬＥＤ１１，２１、緑色ＬＥＤ１２，２２及び青色Ｌ
ＥＤ１３，２３を夫々一つずつ記載しているが、所望する光色及び光量が可能なように適
切な数が夫々設けてある。
【００３７】
　第２光源部２が設けられたフレーム３の外周面３２に連設され、該外周面３２と略直交
する連設部の外面３３には、第２光源部２の光出射方向に沿って反射板４が設けてある。
反射板４は、高い反射率を有する材料製であり、例えば、広範囲の波長領域の光に対して
高光反射率であるＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）を基材とする材料製、拡散剤が
適宜添加されたポリカーボネート樹脂製等である。
【００３８】
　フレーム３の開口３１には、第１光源部１を覆うように拡散板５が設けてある。拡散板
５は、拡散剤が添加された乳白色の樹脂であり、例えば、ポリカーボネート樹脂製である
。
【００３９】
　以上のように構成された照明装置１００の内部の適宜部位には、コンデンサ、トランス
等の電子部品を有し、外部電源から供給される交流電圧を直流電圧に変換及び整流する電
源回路（図示せず）、第１光源部１及び第２光源部２の発光強度を制御する制御回路（図
示せず）等が収容してある。この照明装置１００は、拡散板５の側を下側にして、天井３
００に固定される。このように取付けられることにより、第１光源部１は照明装置１００
が設置された室内を照明する室内照明用の光源部として、第２光源部２は室内の所定面で
ある天井３００面を照明する間接照明用の光源部として機能する。
【００４０】
　第１光源部１には、図２に示すように、前記制御回路の一部を構成し、第１光源部１の
発光強度を制御する第１光源制御部１０１が接続してある。同様に、第２光源部２には、
前記制御回路の一部を構成し、第２光源部１の発光強度を制御する第２光源制御部１０２
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が接続してある。
【００４１】
　これら第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２には、照明装置１００の適宜位
置に設けられた入力信号受信部１０３が接続してある。入力信号受信部１０３には、入力
装置２００からの信号が与えられ、入力信号受信部１０３は与えられた信号を第１光源制
御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々に与える。
【００４２】
　入力装置２００は、例えば、照明装置１００を点灯／消灯する操作を受け付ける電源ス
イッチ（図示せず）と、入力装置２００の適宜部位に設けられ、照明光の赤色、緑色及び
青色夫々の光強度を検出する光センサであるカラーセンサ２０１と、該カラーセンサ２０
１をオン／オフする操作を受け付けるセンサ動作スイッチ（図示せず）と、カラーセンサ
２０１により検出された各色の光強度に応じて補正データを演算する補正データ演算部２
０２と、昼白色、電球色等の発光色の設定操作を受け付ける発光色設定スイッチ（図示せ
ず）と、明るさの設定操作を受け付ける照度設定スイッチ（図示せず）と、これらのスイ
ッチの操作に応じた信号及び補正データ演算部２０２による補正データの送信を行う入力
信号送信部２０３とを備えてなるリモートコントローラである。
【００４３】
　カラーセンサ２０１は、各色のＬＥＤに対応した感度波長領域を有する光センサ素子を
備えている。具体的には、ＬＥＤに供給される駆動電流の使用範囲に亘って、検出対象の
ＬＥＤのピーク波長を含み、感度ピークが検出対象のＬＥＤのピーク波長と略同一になり
、検出対象のＬＥＤの発光強度の高い波長領域、かつ検出対象以外のＬＥＤからの光がな
るべく含まれない波長領域に感度波長領域がなるように光センサ素子を選定してある。こ
のように選定された各色のＬＥＤに対する光センサ素子の感度波長領域を図３に示してい
る。λsbは、青色ＬＥＤ１３，２３に対して用いられる光センサ素子の感度波長領域を、
λsgは、緑色ＬＥＤ１２，２２に対して用いられる光センサ素子の感度波長領域を、λsr
は、赤色ＬＥＤ１１，２１に対して用いられる光センサ素子の感度波長領域を夫々示して
いる。そして、各光センサ素子の感度ピーク波長は、例えば、約４５５ｎｍ、約５１５ｎ
ｍ、約６４０ｎｍである。なお、カラーセンサ２０１は、例えば、赤色、緑色及び青色夫
々に対して前述したような感度を有する３種類のフォトダイオードを備えてなる。
【００４４】
　第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２は、入力装置２００からの信号に応じ
た光色及び光量にて第１光源部１及び第２光源部２夫々を点灯すべく、信号に応じた発光
データを記憶部（図示せず）から取得して、取得した発光データに基づいて光源制御デー
タを生成する。発光データは、各色のＬＥＤの発光強度を示すデータであり、例えば、パ
ルス信号を生成するためのデューティ比等のデータである。第１光源制御部１０１及び第
２光源制御部１０２夫々は、生成した光源制御データに応じて第１光源部１及び第２光源
部２夫々の発光強度を制御する。第１光源部１の各ＬＥＤ１１，１２，１３及び第２光源
部２の各ＬＥＤ２１，２２，２３は、光源制御データに応じた発光強度にて発光し、第１
光源部１及び第２光源部２夫々は所定の光色及び光量にて点灯することになる。
【００４５】
　図４は、実施の形態１に係る照明装置１００の照明状態を示す説明図である。第１光源
部１からの光は、図１に白抜き矢符にて示すように、所定の広がりを有して鉛直方向に出
射され、図４に示すように室内の生活空間である所定領域３０１を照明する。一方、第２
光源部２からの光は、図１に矢符にて示すように水平方向に出射され、図４に示すように
室内の所定面である天井３００面近傍の所定領域３０２を照明する。入力装置２００は、
例えば、所定領域３０１内に座っている人の近傍にある。
【００４６】
　図５は、実施の形態１に係る照明装置１００の調光制御の処理手順を示すフローチャー
トである。第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部１０
３及び入力信号送信部２０３を介して与えられる入力装置２００からの信号に基づいて、
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照明オン信号の受信の有無を判定する（ステップＳ１）。
【００４７】
　ステップＳ１において、照明オン信号の受信がある場合（ステップＳ１：ＹＥＳ）、入
力装置２００からの信号に応じた発光データを記憶部から取得する（ステップＳ２）。一
方、照明オン信号の受信がない場合（ステップＳ１：ＮＯ）、ステップＳ１に戻り、消灯
状態を維持する。なお、発光データは、前述したように、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青
色（Ｂ）夫々の発光強度を示すデータであり、各光源部１，２の各ＬＥＤ１１，１２，１
３，２１，２２，２３に対して定めてあり、第１光源部１及び第２光源部２の発光データ
を夫々、（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）及び（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）とする。
【００４８】
　ステップＳ２において取得された発光データに基づいて光源制御データを夫々生成して
（ステップＳ３）、生成された光源制御データに応じて第１光源部１及び第２光源部２夫
々の各色のＬＥＤの発光強度を制御して、所定の光色及び光量にて第１光源部１及び第２
光源部２を点灯する（ステップＳ４）。
【００４９】
　次に、カラーセンサ２０１のオン信号の受信の有無を判定する（ステップＳ５）。ステ
ップＳ５において、カラーセンサ２０１のオン信号の受信がある場合（ステップＳ５：Ｙ
ＥＳ）、ステップＳ６に進む。一方、ステップＳ５において、カラーセンサ２０１のオン
信号の受信がない場合（ステップＳ５：ＮＯ）、以下に述べる第１光源部１の光源制御デ
ータの補正を行わずに、即ちステップＳ４の点灯状態のままステップＳ１０に進む。
【００５０】
　ステップＳ６において、カラーセンサ２０１により、照明光の赤色、緑色及び青色夫々
の光強度を検出する。照明光の各色の光強度を示す照明光データを（Ｒｈ，Ｇｈ，Ｂｈ）
とする。ステップＳ６において検出された照明光データを用いて、補正データ演算部２０
２により、所定領域３０１における光環境を略一定に保持すべく、第１光源部１の補正後
の発光データである補正データ（Ｒ１’，Ｇ１’，Ｂ１’）を演算する（ステップＳ７）
。
【００５１】
　補正データ（Ｒ１’，Ｇ１’，Ｂ１’）は、Ｒ１’＝２×Ｒ１＋Ｒ２－Ｒｈ、Ｇ１’＝
２×Ｇ１＋Ｇ２－Ｇｈ、Ｂ１’＝２×Ｂ１＋Ｂ２－Ｂｈにより夫々求められる。これらの
演算式は、第２光源部２からの光が所定面である天井３００面において反射して所定領域
３０１に入射する反射光の変動を相殺して、照明光の各色の光強度が所定値（Ｒ１＋Ｒ２
，Ｇ１＋Ｇ２，Ｂ１＋Ｂ２）となるように定めてある。この所定値は、例えば、所定領域
３０１の照明光の電球色～昼光色の発光色と明るさとの組み合わせに応じて予め設定して
ある基準発光データである。これにより所定領域３０１の照明光を入力装置２００におい
て選択された発光色及び明るさになるように維持しつつ、天井３００面近傍の所定領域３
０２の照明光のみを自由に変更することが可能となる。
【００５２】
　このようにステップＳ７において演算された補正データは、入力信号送信部２０３及び
入力信号受信部１０３を介して第１光源制御部１０１に与えられる。第１光源制御部１０
１は、補正データに基づいて光源制御データを補正して（ステップＳ８）、補正された光
源制御データに応じて、第１光源部１を点灯する（ステップＳ９）。このように、第１光
源部１に対する光源制御データを補正することにより、入力装置２００がある所定領域３
０１の光環境、換言すると所定領域３０１を照明する照明光の色度、照度及び演色性が略
一定に保持されることになる。
【００５３】
　次に、第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部１０３
を介して与えられる入力装置２００からの信号に基づいて、照明オフ信号の受信の有無を
判定する（ステップＳ１０）。
【００５４】
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　ステップＳ１０において、照明オフ信号の受信がある場合（ステップＳ１０：ＹＥＳ）
、第１光源部１及び第２光源部２を消灯して（ステップＳ１１）、照明装置１００の調光
制御の処理動作を終了する。一方、照明オフ信号の受信がない場合（ステップＳ１０：Ｎ
Ｏ）、ステップＳ１０に戻り、点灯状態を維持する。
【００５５】
　以上のように構成された実施の形態１に係る照明装置１００においては、間接照明用の
光源部（複数の光源部の少なくとも一つ）である第２光源部２の光色及び／又は光量を変
更したときに、室内照明用の光源部（他の光源部）である第１光源部１からの光が照射さ
れる所定領域３０１に第２光源部２から入射する光の光色及び／又は光量は変化する。こ
の第２光源部２からの入射光の変化に応じて変化する所定領域３０１の照明光の各色の光
強度を該所定領域３０１にあるカラーセンサ２０１により検出する。検出された照明光の
各色の光強度に応じて、前述した如く、第１光源部１を構成する赤色ＬＥＤ１１、緑色Ｌ
ＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３夫々の発光強度を制御するように構成してある。
【００５６】
　例えば、自然の照明環境を演出すべく、第２光源部２を構成する赤色ＬＥＤ２１、緑色
ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３夫々の発光強度を制御して、天井３００面を照明する第２
光源部２の照明光の光色を青空の色になるように変更したときに、第２光源部２から出射
され、天井３００面にて反射されて室内の所定領域３０１に入射する光の光色の変化を相
殺するように第１光源部１の赤色ＬＥＤ１１、緑色ＬＥＤ１２及び青色ＬＥＤ１３夫々の
発光強度が制御されることになる。この結果、所定領域３０１の光環境を略一定に保持し
て使用者に殆ど違和感を与えることなく、天井３００面に自然の照明環境を構築して、使
用者にやすらぎを与えることができる。そして、この自然の照明環境を時間に応じて変化
させることにより、室内において睡眠と覚醒のリズムを調整することができる。この睡眠
と覚醒のリズムの調整により、季節性うつ病治療、時差ボケの軽減等も含めて使用者の健
康維持及び増進に有用である。また、天井３００面の所定領域３０２の色度を高低に変化
させることにより人の心理に影響を与えることができる。以上のように、所定領域３０１
の光環境を略一定に保持して使用者に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果
等の所定の効果を得ることができる。
【００５７】
　また、光環境を一定に保持したい所定領域３０１にカラーセンサ２０１を設けているか
ら、所定領域３０１の光環境を更に確実に略一定に保持することができる。そして、採光
の良い室内においては、室外からの太陽光の入射に応じて第１光源部１の発光強度を低減
することができ、省エネルギにも資することが可能となる。
【００５８】
　また、単一のピークを有し、分光分布が同一である赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ及び青色Ｌ
ＥＤを第１光源部１及び第２光源部２が夫々備えているから、例えば、複数の光源部の一
つの光源部である第２光源部２の光色を変更したとき、換言すると該第２光源部２の所定
の光源（例えば赤色ＬＥＤ２１）の発光強度を変更したときに、他の光源部である第１光
源部１の対応する一定の分光分布の光源（赤色ＬＥＤ１１）の発光強度を前述した如く、
適切に変更することにより、所定領域３０１を照らす照明光を色度及び照度のみではなく
、演色性までも略一定に保持することが可能となる。
【００５９】
　そして、光センサであるカラーセンサ２０１を、図３に示すように、各色のＬＥＤに対
応した感度波長領域を有し、前述の如く選定された光センサ素子から構成しているから、
ＲＧＢのＬＥＤ夫々の発光強度に対応した光、単色光の光強度を検知することが可能とな
る。これにより、各波長領域の光強度は、光源であるＬＥＤの発光強度の制御により、殆
ど独立に制御することができ、この結果、カラーセンサ２０１を設けるという簡単な構成
により、照明光の分光分布を検出して、検出された分光分布に基づいて第１光源部１及び
第２光源部２の発光強度を制御する場合と同レベルの制御を行うことが可能となる。
【００６０】
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　そして、半値幅の狭い単一ピークを有する分光分布の光を発するＬＥＤを光源として用
いているから、分光分布を略一定に保持するという制御をより正確に行うことができる。
この結果、所定領域３０１を照らす照明光を色度及び照度のみではなく、演色性、特に、
演色性の代表的な評価方法であるＣＩＥ（国際照明委員会）の演色評価方法（ＣＩＥ，１
９７４：ＪＩＳ　Ｚ　８７２６）の個々の試験色（１５色）に対する特殊演色評価数（Ｒ
ｉ）までも略一定に保持することができる。すなわち、第２光源部２の照明光を自由に異
なる色に変化させたときに、所定領域３０１を照らす照明光を分光分布のレベルにおいて
略一定に保持することが可能であるから、様々な色味の物体を見たときに、その物体の色
味の如何に関わらず、見え方が変化しない。この結果、所定領域３０１内において、読書
、食事等の作業又は生活活動をする際に、使用者に違和感、ストレス等を与えずに済む。
【００６１】
　なお、本実施の形態においては、照明装置一つのみを用いた場合について説明したが、
複数の照明装置を同一室内に設置して照明システムとして構成することも可能である。図
６は、複数の照明装置１００，１００を備える照明システムの概略構成を示すブロック図
である。図６に示すように、光検出装置である入力装置２００の入力信号送信部２０３は
、カラーセンサ２０１により検出された照明光の光強度に基づいて演算された補正データ
を複数の照明装置１００，１００夫々の第１光源制御部１０１，１０１に入力信号受信部
１０３，１０３を介して与える。照明システムは、このように与えられた補正データに応
じて、所定領域内の光環境、換言すると所定領域を照明する照明光の色度、照度及び演色
性を略一定に保持するように複数の照明装置１００，１００の発光強度を制御するように
構成してある。なお、カラーセンサを有する光検出装置である入力装置２００は、複数の
照明装置１００，１００に離隔して、これら複数の照明装置１００，１００からの光が照
射される所定領域内、例えば、複数の照明装置１００，１００の中間地点に配置してある
。その他の構成は図２に示す照明装置一つのみの場合と同様であるため、対応する構成部
材に図２と同一の参照符号を付して、その構成及び機能の詳細な説明を省略する。以上の
ように構成された照明システムにおいても、所定領域の光環境を略一定に保持して使用者
に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等の所定の効果を得ることが可能と
なる。なお、図６においては、複数の照明装置として２つの照明装置を用いた例について
示しているが、３つ以上であっても同様である。
【００６２】
　また、本実施の形態においては、カラーセンサを入力装置２００に組み込んでいるが、
これに限定されず、照明装置１００と離隔して、所定領域３０１内に配置可能なように構
成してあればよい。
【００６３】
（実施の形態２）
　図７は、本発明の実施の形態２に係る照明装置の構成を示す模式的断面図である。図８
は、実施の形態２に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。本実施の形態にお
いては、実施の形態１に係る照明装置１００とは異なり、カラーセンサ及び補正データ演
算部が入力装置ではなく、照明装置に設けてある。
【００６４】
　照明装置１００ａには、図７に示すように、受光制限部１０４及びカラーセンサ１０５
が設けてある。カラーセンサ１０５は実施の形態１のカラーセンサ２０１と同じであるの
で説明を省略する。受光制限部１０４は、例えば、ルーバー構造、所定の厚みを有するス
リット又はピンホールなどの構造を有し、カラーセンサ１０５に入射する光の方向を制限
して、第２光源部２からの光が直接カラーセンサ１０５に入射しないようにしてある。
【００６５】
　照明装置１００ａの第１光源制御部１０１には、照明装置１００ａの内部の適宜部位に
設けられた補正データ演算部１０６が接続してある。該補正データ演算部１０６には、カ
ラーセンサ１０５が接続してある。カラーセンサ１０５は、第２光源部２から出射し、受
光制限部１０４により入射方向が制限された光、即ち、天井３００面において反射した光
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の赤色、緑色及び青色夫々の光強度を検出し、検出した値を補正データ演算部１０６に与
える。その他の構成は、図１及び図２に示す実施の形態１と同様であるため、対応する構
成部材に図１及び図２と同一の参照符号を付して、その構成及び機能の詳細な説明を省略
する。
【００６６】
　図９は、実施の形態２に係る照明装置１００ａの調光制御の処理手順を示すフローチャ
ートである。第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部１
０３及び入力信号送信部２０３を介して与えられる入力装置２００ａからの信号に基づい
て、照明オン信号の受信の有無を判定する（ステップＳ２１）。
【００６７】
　ステップＳ２１において、照明オン信号の受信がある場合（ステップＳ２１：ＹＥＳ）
、入力装置２００ａからの信号に応じた発光データを記憶部から取得する（ステップＳ２
２）。一方、照明オン信号の受信がない場合（ステップＳ２１：ＮＯ）、ステップＳ２１
に戻り、消灯状態を維持する。なお、発光データは、前述したように、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）夫々の発光強度を示すデータであり、第１光源部１及び第２光源部
２の発光データを夫々、（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）及び（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）とする。
【００６８】
　ステップＳ２１において取得された発光データに基づいて光源制御データを夫々生成し
て（ステップＳ２３）、生成された光源制御データに応じて第２光源部２の各色のＬＥＤ
の発光強度を制御して、所定の光色及び光量にて第２光源部２を点灯する（ステップＳ２
４）。
【００６９】
　次に、カラーセンサ１０５のオン信号の受信の有無を判定する（ステップＳ２５）。ス
テップＳ２５において、カラーセンサ１０５のオン信号の受信がある場合（ステップＳ２
５：ＹＥＳ）、ステップＳ２６に進む。一方、ステップＳ２５において、カラーセンサ１
０５のオン信号の受信がない場合（ステップＳ２５：ＮＯ）、以下に述べる第１光源部１
の光源制御データの補正を行わずに、ステップＳ２９に進む。
【００７０】
　ステップＳ２６において、カラーセンサ１０５により、第２光源部２からの光が所定面
である天井３００面において反射された反射光の赤色、緑色及び青色夫々の光強度を検出
する。反射光の各色の光強度を示す反射光データを（Ｒｒ，Ｇｒ，Ｂｒ）とする。ステッ
プＳ２６において検出された反射光データを用いて、補正データ演算部１０６により、所
定領域３０１における光環境を略一定に保持すべく、第１光源部１の補正後の発光データ
である補正データ（Ｒ１’，Ｇ１’，Ｂ１’）を演算する（ステップＳ２７）。
【００７１】
　補正データ（Ｒ１’，Ｇ１’，Ｂ１’）は、Ｒ１’＝Ｒ１＋Ｒ２－Ｒｒ、Ｇ１’＝Ｇ１
＋Ｇ２－Ｇｒ、Ｂ１’＝Ｂ１＋Ｂ２－Ｂｒにより夫々求められる。これらの演算式は、第
２光源部２からの光が所定面である天井３００面において反射して所定領域３０１に入射
する反射光の変動を相殺して、照明光の各色の光強度が所定値（Ｒ１＋Ｒ２，Ｇ１＋Ｇ２
，Ｂ１＋Ｂ２）となるように定めてある。この所定値は、例えば、所定領域３０１の照明
光の電球色～昼光色の発光色と明るさとの組み合わせに応じて予め設定してある基準発光
データである。所定領域３０１の照明光を入力装置２００ａにおいて選択された発光色及
び明るさになるように維持しつつ、天井３００面近傍の所定領域３０２の照明光のみを自
由に変更することが可能となる。
【００７２】
　このようにステップＳ２７において演算された補正データは、第１光源制御部１０１に
与えられる。第１光源制御部１０１は、補正データに基づいて光源制御データを補正する
（ステップＳ２８）。
【００７３】
　ステップＳ２３において生成された光源制御データ又はステップＳ２８において補正さ
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れた光源制御データに応じて、第１光源部１を点灯する（ステップＳ２９）。このように
、第１光源部１に対する光源制御データを補正することにより、入力装置２００ａがある
所定領域３０１の光環境、換言すると所定領域３０１を照明する照明光の色度、照度及び
演色性が略一定に保持されることになる。
【００７４】
　次に、第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部１０３
を介して与えられる入力装置２００ａからの信号に基づいて、照明オフ信号の受信の有無
を判定する（ステップＳ３０）。
【００７５】
　ステップＳ３０において、照明オフ信号の受信がある場合（ステップＳ３０：ＹＥＳ）
、第１光源部１及び第２光源部２を消灯して（ステップＳ３１）、照明装置１００ａの調
光制御の処理動作を終了する。一方、照明オフ信号の受信がない場合（ステップＳ３０：
ＮＯ）、ステップＳ３０に戻り、点灯状態を維持する。
【００７６】
　以上のように構成された実施の形態２に係る照明装置１００ａにおいては、カラーセン
サ１０５及び補正データ演算部１０６が入力装置２００ａではなく、照明装置１００ａに
設けてある。実施の形態２に係る照明装置１００ａにおいても、実施の形態１に係る照明
装置１００と同様に、所定領域３０１を照らす照明光を色度及び照度のみではなく、演色
性、特に特殊演色評価数までも略一定に保持することができる。この結果、所定領域の光
環境を略一定に保持して、使用者に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等
の所定の効果を得ることができる。
【００７７】
　実施の形態２に係る照明装置１００ａにおいては、これらの効果に加えて、スーパー、
デパート等の広い室内において多数の照明装置を用いるときに、個々の照明装置内におい
て、第２光源部から所定領域内へ入射する光の変動を相殺するように第１光源部の発光強
度を制御するように構成してあるから、制御が容易となる。これにより、商品を照らす照
明光は色度及び照度のみではなく、演色性、特に特殊演色評価数までも略一定に保持する
一方、天井面又は壁面を照らす照明光のみを容易に変更することができ、利便性が増す。
第２光源部からの照明光により、例えば、タイムセールを行っている場所、レジの位置等
を分かりやすく明示することができる。また、売り場の印象を任意に変更することが可能
となる。
【００７８】
（実施の形態３）
　図１０は、本発明の実施の形態３に係る照明装置の概略構成を示すブロック図である。
実施の形態３に係る照明装置は、実施の形態１及び２に係る照明装置とは異なり、カラー
センサを用いずに補正データを演算するように構成してある。なお、実施の形態３に係る
照明装置の構成を示す模式的断面図は、図１に示す実施の形態１と同様であるため、省略
している。
【００７９】
　照明装置１００ｂの第１光源制御部１０１には、照明装置１００ｂの内部の適宜部位に
設けられた補正データ演算部１０６が接続してある。該補正データ演算部１０６には、入
力信号受信部１０３が接続してある。補正データ演算部１０６には、入力信号送信部２０
３及び入力信号受信部１０３を介して入力装置２００ｂからの信号が与えられる。その他
の構成は、図８に示す実施の形態２と同様であるため、対応する構成部材に図８と同一の
参照符号を付して、その構成及び機能の詳細な説明を省略する。
【００８０】
　図１１は、実施の形態３に係る照明装置１００ｂの調光制御の処理手順を示すフローチ
ャートである。第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部
１０３及び入力信号送信部２０３を介して与えられる入力装置２００ｂからの信号に基づ
いて、照明オン信号の受信の有無を判定する（ステップＳ４１）。
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【００８１】
　ステップＳ４１において、照明オン信号の受信がある場合（ステップＳ４１：ＹＥＳ）
、入力装置２００ｂからの信号に応じた発光データを記憶部から取得する（ステップＳ４
２）。一方、照明オン信号の受信がない場合（ステップＳ４１：ＮＯ）、ステップＳ４１
に戻り、消灯状態を維持する。なお、発光データは、前述したように、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）夫々の発光強度を示すデータである。
【００８２】
　ステップＳ４１において取得された発光データに基づいて光源制御データを夫々生成す
る（ステップＳ４３）。
【００８３】
　次に、プリセット指定信号の受信の有無を判定する（ステップＳ４４）。なお、プリセ
ット指定信号は、照明装置１００ｂが設置される室内の所定面の分光反射率として入力装
置２００ｂに予め設定されたデータの中から選択された分光反射率のデータを示す信号で
ある。この所定面の分光反射率として、天井又は壁に一般的に使用される建材の分光反射
率を入力装置２００ｂに予め記憶させておく。
【００８４】
　図１２は、分光反射曲線の一例を示す図である。図１２の横軸は波長（ｎｍ）を、縦軸
は分光反射率を夫々示している。一点鎖線は石膏の分光反射曲線を、実線は大理石の分光
反射曲線を夫々示している。なお、図１２は、あくまでも説明の便宜上の例示であり、実
際に用いるデータとは必ずしも一致しない。図１２に示すように、分光反射率は、波長に
応じて変化すると共に、建材の種類によって異なっている。このような建材毎の分光反射
率のデータを用いて、まず、例えば、入力装置２００ｂの表示部に建材名を表示させ、使
用者に建材を選択させるように構成する。次に、第２光源部２の分光分布に、選択された
建材の分光反射率を乗じることにより反射光データを求めるように構成する。
【００８５】
　ステップＳ４４において、プリセット指定信号の受信がある場合（ステップＳ４４：Ｙ
ＥＳ）、ステップＳ４５に進む。一方、プリセット指定信号の受信がない場合（ステップ
Ｓ４４：ＮＯ）、以下に述べる第１光源部１の光源制御データの補正を行わずにステップ
Ｓ４７に進む。
【００８６】
　ステップＳ４５において、図１２のような分光反射曲線によって求めた反射光データを
用いて、補正データ演算部１０６において、実施の形態２において述べた同じ演算式によ
り、第１光源部１の補正後の発光データである補正データを演算する。
【００８７】
　このようにステップＳ４５において演算された補正データは、第１光源制御部１０１に
与えられる。第１光源制御部１０１は、補正データに基づいて光源制御データを補正する
（ステップＳ４６）。
【００８８】
　ステップＳ４３において生成された光源制御データ又はステップＳ４６において補正さ
れた光源制御データに応じて、第１光源部１を点灯すると共に、ステップＳ４３において
生成された光源制御データに応じて第２光源部２を点灯する（ステップＳ４７）。このよ
うに、第１光源部１に対する光源制御データを補正することにより、入力装置２００ｂが
ある所定領域３０１の光環境、換言すると所定領域３０１を照明する照明光の色度、照度
及び演色性が略一定に保持されることになる。
【００８９】
　次に、第１光源制御部１０１及び第２光源制御部１０２夫々は、入力信号受信部１０３
を介して与えられる入力装置２００ｂからの信号に基づいて、照明オフ信号の受信の有無
を判定する（ステップＳ４８）。
【００９０】
　ステップＳ４８において、照明オフ信号の受信がある場合（ステップＳ４８：ＹＥＳ）
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、第１光源部１及び第２光源部２を消灯して（ステップＳ４９）、照明装置１００ｂの調
光制御の処理動作を終了する。一方、照明オフ信号の受信がない場合（ステップＳ４８：
ＮＯ）、ステップＳ４８に戻り、点灯状態を維持する。
【００９１】
　以上のように構成された実施の形態３に係る照明装置１００ｂにおいては、カラーセン
サを用いることなく、予め設定された分光反射率を用いて補正データを演算するように構
成してある。実施の形態３に係る照明装置１００ｂにおいても、実施の形態１及び２に係
る照明装置と同様に、所定領域３０１を照らす照明光を色度及び照度のみではなく、演色
性、特に特殊演色評価数までも略一定に保持することができる。この結果、所定領域の光
環境を略一定に保持して、使用者に殆ど違和感を与えることなく、演出効果、心理効果等
の所定の効果を得ることができる。
【００９２】
　実施の形態３に係る照明装置１００ｂにおいては、照明装置１００ｂが設置される室内
の所定面である天井面又は壁面の予め設定された分光反射率に基づいて、第１光源部の発
光強度を制御するようにしてあるから、光センサを設ける必要がなく、簡素な構成にて、
所定領域３０１の光環境を略一定に保持する制御を行うことができる。
【００９３】
　なお、光源として赤色ＬＥＤ１１，２１、緑色ＬＥＤ１２，２２及び青色ＬＥＤ１３，
２３を用いているから、予め設定する分光反射率は、各色のＬＥＤのピーク波長近傍のみ
でよい。
【００９４】
　以上の実施の形態１乃至３に係る照明装置とは異なる構成を有する照明装置の例を図１
３及び図１４に示す。図１３は、他の照明装置の構成を示す模式的断面図である。図１４
は、他の照明装置の模式的外観斜視図である。
【００９５】
　図中１ａは、発光色が異なる複数の光源を有する第１光源部である。第１光源部１ａは
、赤色ＬＥＤ１１と、緑色ＬＥＤ１２と、青色ＬＥＤ１３と、これらＬＥＤ１１，１２，
１３が実装されたＬＥＤ基板１４ａとを備えている。第１光源部１ａは、照明装置１００
ｃの略中央に４等配をなして、ＬＥＤ基板１４ａの側が照明装置１００ｃの中央の側にな
るように、取付状態において、光出射方向が水平方向になるように設けてある。
【００９６】
　第１光源部１ａの上方には、第２光源部２ａが取付けてある。第２光源部２ａは、赤色
ＬＥＤ２１と、緑色ＬＥＤ２２と、青色ＬＥＤ２３と、これらＬＥＤ２１，２２，２３が
実装されたＬＥＤ基板２４ａとを備えている。第２光源部２ａは、照明装置１００ｃの略
中央に４等配をなして、ＬＥＤ基板２４ａの側が照明装置１００ｃの中央の側になるよう
に、取付状態において、光出射方向が水平方向になるように設けてある。
【００９７】
　第１光源部１ａと第２光源部２ａとの間には、両面反射板４ａが設けてある。両面反射
板４ａは、例えば、両面ミラー、金属板等の高い反射率を有する材料製である。
【００９８】
　第１光源部１ａ及び第２光源部２ａの光出射方向には、図１４に示すように、放射状に
導光板６が設けてある。なお、導光板６は、例えばアクリル樹脂製である。この導光板６
の端縁に当接させて、第１光源部１ａ及び第２光源部２ａを覆うように拡散板５ａが設け
てある。拡散板５ａは、拡散剤が添加された乳白色の樹脂であり、例えば、ポリカーボネ
ート樹脂製である。
【００９９】
　この照明装置１００ｃにおいては、第１光源部１ａからの光は、図１３に白抜き矢符に
て示すように、導光板６に導かれて略水平方向に出射され、両面反射板４ａ及び拡散板５
ａにより、所定の広がりを有して鉛直方向に出射され、室内の所定領域を照明する。一方
、第２光源部２ａからの光は、図１３に矢符にて示すように、導光板６に導かれて略水平
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方向に出射され、天井３００面近傍の所定領域を照明する。
【０１００】
　このように構成した照明装置１００ｃにおいても、実施の形態１乃至３に係る照明装置
と同様に構成して、前述したような効果を得ることができる。
【０１０１】
　なお、以上の実施の形態においては、光源として半値幅の狭い単一ピークを有する分光
分布の光を発するＬＥＤを用いているが、これに限定されない。例えば、青色ＬＥＤと該
青色ＬＥＤからの光により励起される黄色蛍光体とを有してなる疑似白色ＬＥＤのような
半値幅が比較的広く、複数のピークを有する分光分布の光を発するＬＥＤを光源として用
いることも可能である。この場合、検出対象以外のＬＥＤからの光がなるべく含まれない
波長領域に感度波長領域がなるように光センサ素子を選定することが望ましい。また、Ｅ
Ｌ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）等を用いてもよい。
【０１０２】
　また、以上の実施の形態に係る照明装置においては、複数の光源部である第１光源部及
び第２光源部夫々の発光強度を制御するように構成してあるが、これに限定されず、室内
を照明する第１光源部の発光強度を制御して、該第１光源部からの光が照射される所定領
域の光環境を略一定に保持するように構成してあればよい。即ち、室内の光環境を略一定
に保持するために第１光源部の発光強度を制御するように構成してあれば足り、第２光源
部の発光強度を制御するように構成することは必ずしも必要ではない。
【０１０３】
　また、以上の実施の形態に係る照明装置においては、複数の光源部として第１光源部と
第２光源部の２つの光源部を有するように構成してあるが、光源部の数は２つに限定され
ず、３つ以上であってもよい。また、第２光源部を間接照明用の光源部として用いている
が、これに限定されず、使用者の生活空間以外の他の領域を照明するための光源部であっ
てもよい。
【０１０４】
　また、このような生活空間の光環境を分光分布レベルにて略一定に保持することができ
る技術は、以上の実施の形態において述べた場面以外にも適用可能である。例えば、以上
の実施の形態に係る照明装置を、画像、映像、音声、時計等に連動させて第２光源部の発
光強度を変更することができるように構成することにより、天井面を照明する照明光の光
色を画像、映像、音声、時計等に応じて変更させる一方、生活空間の光環境は一定に保持
することができる。これにより、画像表示装置の視聴時に、エンターテイメント性を向上
することができる一方、読書、食事等の作業又は生活活動も可能となる。
【０１０５】
　さらに、脈拍、脳波、血圧、皮膚温等の生体情報を検知して、検知した生体情報に応じ
て、天井面の光色を連動させることも考えられる。この場合、バイオフィードバック（使
用者の生体情報が可視化されることにより使用者自身の生理作用を制御できるようになる
）の効果を得ることが可能である。生活空間の光環境が一定であり、何らかの他の作業を
妨げられないため、例えば、読書しながら天井面を照明する照明光の光色を視野内で感じ
ることにより、効率よく、かつ自力で精神を素早く沈静させることが可能となる。
【０１０６】
　また、逆に、適切なリズムにて天井面を照明する照明光の光色を制御することも可能で
ある。例えば、脈拍、脳波等の生理的な反応を何らかの状態に誘導するようなリズムにて
天井面の光を制御することも可能である。例えば、第２光源部の光量を１／ｆゆらぎにて
変化させることにより使用者に快適感又はリラックス効果を与えることができる。生活空
間の光環境が一定であるから、何らかの他の作業を妨げられないと共に、例えば、新聞の
ような小さな文字を読む場合に、視力の低下を防ぐことができる。
【０１０７】
　また、以上の実施の形態においては、天井に設置される照明装置を例に説明したが、こ
れに限定されず、壁に設置される照明装置、床に載置される所謂フロアライト等に対して
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も、同様に構成することができる。更に、本発明は、その他、特許請求の範囲に記載した
事項の範囲内において種々変更した形態にて実施することが可能であることは言うまでも
ない。
【符号の説明】
【０１０８】
　１　第１光源部（光源部，室内照明用の光源部）
　２　第２光源部（光源部，間接照明用の光源部）
　１１，２１　赤色ＬＥＤ（光源，ＬＥＤ）
　１２，２２　緑色ＬＥＤ（光源，ＬＥＤ）
　１３，２３　青色ＬＥＤ（光源，ＬＥＤ）
　１００，１００ａ，１００ｂ，１００ｃ　照明装置
　１０１　第１光源制御部（制御部）
　１０２　第２光源制御部（制御部）
　１０５，２０１　カラーセンサ（光センサ，光検出装置）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１４】
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